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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の体内の対象物を撮像した画像内の画素値をもとに、前記画像内の画素値の勾配
変化をモデル化するモデル推定部と、
　前記画像を構成する各画素の画素値と、前記モデル化された画素値の勾配変化によって
定まる前記各画素の推定画素値との差分をもとに、前記画像に映る前記対象物上の異常部
の候補領域を検出する異常部候補検出部と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記モデル推定部は、前記対象物の隆起形状を映した前記画像内の隆起領域における画
素値の勾配変化をモデル化し、前記隆起領域に隆起勾配モデルを設定することを特徴とす
る請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記モデル推定部は、
　前記隆起勾配モデルの初期隆起勾配モデルを設定する初期隆起勾配モデル設定部と、
　前記初期隆起勾配モデルが設定された前記画像内の領域を構成する画素の画素値をもと
に、前記初期隆起勾配モデルを初期状態とした前記隆起勾配モデルの修正を行う隆起勾配
モデル修正部と、
　を有することを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記隆起形状の頂上領域を検出し、前記隆起形状を映した前記画像内の隆起領域の概略
位置として推定する隆起頂上推定部を備えることを特徴とする請求項３に記載の画像処理
装置。
【請求項５】
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　前記初期隆起勾配モデル設定部は、前記隆起形状の前記頂上領域をもとに前記初期隆起
勾配モデルを設定することを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記隆起頂上推定部は、前記画像内を画素値をもとに複数の領域に分割する領域分割部
を有し、前記領域毎に画素値を比較して、周囲の領域よりも画素値が大きい領域を前記頂
上領域として検出することを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記領域分割部は、前記画像内の画素値をクラスタリングして領域分割を行うことを特
徴とする請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記領域分割部は、ｋ－ｍｅａｎｓ法を適用して前記画素値のクラスタリングを行うこ
とを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記領域分割部は、前記画像内の画素値の分布を混合分布によって推定し、前記画素値
のクラスタリングを行うことを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記隆起勾配モデル修正部は、動的輪郭モデルを用いて前記隆起勾配モデルを変形させ
ることを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記頂上領域の特徴量を算出し、該算出した特徴量が所定の異常部候補条件を満たす頂
上領域を前記異常部の候補領域として検出する隆起頂上異常判定部を備えることを特徴と
する請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記異常部候補検出部は、前記隆起領域を構成する各画素の画素値と、該隆起領域に設
定された隆起勾配モデルによって定まる前記隆起領域を構成する各画素の推定画素値との
差分をもとに、該差分が所定の異常基準値範囲内である画素を前記異常部の候補領域の構
成画素として検出することを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記モデル推定部は、前記対象物の沈降形状を映した前記画像内の沈降領域における画
素値の勾配変化をモデル化し、前記沈降領域に沈降勾配モデルを設定することを特徴とす
る請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記モデル推定部は、
　前記沈降勾配モデルの初期沈降勾配モデルを設定する初期沈降勾配モデル設定部と、
　前記初期沈降勾配モデルが設定された前記画像内の領域を構成する画素の画素値をもと
に、前記初期沈降勾配モデルの修正を行う沈降勾配モデル修正部と、
　を有することを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　前記画像内の前記沈降領域を抽出する沈降領域抽出部を備えることを特徴とする請求項
１３に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　前記沈降領域抽出部は、前記隆起勾配モデルが設定された隆起領域を除外した前記画像
内の領域を前記沈降領域として抽出することを特徴とする請求項１５に記載の画像処理装
置。
【請求項１７】
　前記沈降領域を構成する各画素についてそれぞれ最も近傍する隆起領域を選出し、選出
した隆起領域が異なる境界位置を分割位置として前記沈降領域を分割する沈降領域分割部
を備えることを特徴とする請求項１５に記載の画像処理装置。
【請求項１８】
　前記隆起領域の輪郭位置に所定数または所定間隔で設定点を配置する設定点配置部を備
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え、
　前記沈降領域分割部は、前記隆起領域について前記設定点配置部が設定した前記設定点
を用い、前記分割された沈降領域をさらに分割することを特徴とする請求項１７に記載の
画像処理装置。
【請求項１９】
　前記沈降勾配モデル修正部は、動的輪郭モデルを用いて前記沈降勾配モデルを変形させ
ることを特徴とする請求項１４に記載の画像処理装置。
【請求項２０】
　前記沈降領域の特徴量を算出し、該算出した特徴量が所定の異常部候補条件を満たす分
割沈降領域を前記異常部の候補領域として検出する沈降領域異常判定部を備えることを特
徴とする請求項１５に記載の画像処理装置。
【請求項２１】
　前記異常部の候補領域の特徴量を算出し、該算出した特徴量が所定の異常部条件を満た
す前記異常部の候補領域を前記対象物上の異常部と判定する異常判定部を備えることを特
徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項２２】
　コンピュータに、
　被検体の体内の対象物を撮像した画像内の画素値をもとに、前記画像内の画素値の勾配
変化をモデル化するモデル推定手順と、
　前記画像を構成する各画素の画素値と、前記モデル化された画素値の勾配変化によって
定まる前記各画素の推定画素値との差分をもとに、前記画像に映る前記対象物上の異常部
の候補領域を検出する異常部候補検出手順と、
　を実行させることを特徴とする画像処理プログラム。
【請求項２３】
　被検体の体内の対象物を撮像した画像内の画素値をもとに、前記画像内の画素値の勾配
変化をモデル化するモデル推定ステップと、
　前記画像を構成する各画素の画素値と、前記モデル化された画素値の勾配変化によって
定まる前記各画素の推定画素値との差分をもとに、前記画像に映る前記対象物上の異常部
の候補領域を検出する異常部候補検出ステップと、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
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